
請負事業体及び立木販売における災害発生報告(休業４日以上) ２６－６
１ 署 等 名 木曽森林管理署南木曽支署

２ 事 業 の 種 類 請負事業（造林事業）

３ 災 害 発 生 日 時 等 平成２６年９月６日（土） １０時３０分頃発生

怪我の程度：多発肋骨骨折

休業見込み：全治約３週間

４ 災 害 発 生 場 所 長野県木曽郡大桑村 阿寺国有林１０８５い林小班

５ 契 約 相 手 方 有限会社 ヤマカ木材 代表取締役 勝野 英一

６ 事 業 実 行 事 業 体 同上

７ 被 災 者 年 齢 等 年齢：５５歳 性別：男性 ２の事業の経験年数：３０年

雇用区分：常雇 社会保険等加入状況：労災、雇用、健康、厚生

８ 従 事 作 業 伐倒・枝払い作業（森林環境保全整備事業 育成受光伐）

９ 災 害 概 況 当日被災者は、６時４０分頃会社を同僚１１名と出発し、阿寺渓谷入口において全体ミーテングを行っ

た後、１０８５い林小班で同僚Ａ，Ｂとともに３名で伐倒作業に従事していた。（他の９名は、近隣の１

０７７い林小班で伐倒・枝払い作業を行っていた。）

１０時３０分頃、被災者は傾斜約３０度の斜面で、ヒノキ①（胸高直径３４ cm樹高２２ｍ）を左斜め上

方向に伐倒し、ヒノキ②（胸高直径４４ cm樹高２４ｍ）をヒノキ①に重ねる様にして伐倒した。

その後、ヒノキ①の梢端部から約３ｍ（高さ約１．５ｍ）の位置に登り、梢端部側を向き後退しながら

枝払いを行っていたところ、突然ヒノキ①が転動したために谷側へ約１．５ m転落し、ヒノキ④に背中の

左側を打ち付けた。

痛みは多少感じたが、作業に支障は無かったため終業時まで作業を行い帰宅した。

翌日７日（日）には、多少の痛みはあったが、そのうちに収まるだろうと思い自宅で安静にしていた。

しかし、 8日（月）になっても痛みが引かないため会社に連絡し、つねだ整形外科病院で受診した。

レントゲン撮影を行ったところ、肋骨 3本が骨折していた。

10 その他特記すべき事項 チェンソー特別教育：平成元年１０月１３日受講済





災害発生箇所位置図

同僚Ｂ

同僚Ａ
被災者



ヒノキ③
伐倒木④ 災害略図

ヒノキ③ ヒノキ②
ヒノキ②

ヒノキ③（ヒノキ①、②を伐倒する際の転動防止に利用）

Ｄ４６cm Ｈ２５m

ヒノキ①

Ｄ３４cm Ｈ２２m

１．５m

災害発生状況見取図

ヒノキ②

Ｄ４４cm Ｈ２４m

ヒノキ④

林地傾斜約３０度



災害発生状況写真（再現）

ヒノキ①

ヒノキ②


